
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、
「
行
学
の
二
道
に
励
み
候
く
し
」
と
説
示
さ
れ
た
日
蓮
聖
人
の
お
言
葉
に
集
約
き
れ
る
。
修

行
と
学
問
、
換
言
す
れ
ば
実
践
と
理
論
の
二
道
で
あ
る
。
こ
の
精
神
は
全
て
の
日
蓮
門
下
の
不
動
の
道
標
で
も
あ
る
。

本
学
は
慶
長
九
年
（
一
六
○
四
）
身
延
第
一
三
世
日
遠
の
築
い
た
西
谷
檀
林
よ
り
出
発
し
て
い
る
が
、
そ
の
淵
源
は
身

延
第
一
四
世
善
学
院
日
鏡
（
一
五
○
七
～
五
九
）
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
鏡
は
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
五
○

歳
の
時
、
身
延
西
谷
に
庵
室
を
設
け
て
隠
棲
し
、
そ
の
号
を
と
っ
て
善
学
院
と
名
づ
け
、
所
化
を
集
め
て
三
大
部
を
講
じ

た
。
こ
れ
が
後
の
西
谷
檀
林
の
初
め
で
あ
る
。
ま
き
に
日
鏡
は
法
器
人
材
の
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
の
こ
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
成
十
七
年
は
本
学
開
創
四
五
○
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

き
て
今
日
、
日
本
各
地
の
大
学
に
お
い
て
は
、
少
子
化
問
題
に
よ
っ
て
大
学
そ
の
も
の
の
存
亡
が
危
倶
さ
れ
、
早
急
な

変
革
を
余
儀
な
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
教
育
を
重
視
し
た
大
学
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
も
い

る
。
も
と
よ
り
大
学
は
真
理
探
求
の
場
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
特
に
一
二
世
紀
は
あ
ら
ゆ
る
構
造
・
価
値
観
を

見
直
す
時
期
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
一
国
の
問
題
や
一
分
野
の
研
究
視
点
で
は
対
応
で
き
な
い
問
題
も
お
き
て
い
る
。
し

か
し
、
研
究
は
細
分
化
す
る
反
面
、
総
合
化
・
国
際
化
も
進
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
本
学
の
研
究
所
で
は
、
身
延
中
興
の
祖
と
仰
が
れ
て
い
る
第
二
世
行
学
院
日
朝
（
一
四

一
三
～
一
五
○
○
）
を
総
合
研
究
の
柱
と
さ
だ
め
た
。
日
朝
の
著
述
は
古
来
よ
り
約
六
○
部
七
五
○
余
巻
と
伝
え
ら
れ
、

巻
頭
言



「
身
延
文
庫
」
所
蔵
は
約
六
○
○
巻
を
数
え
る
。
研
究
所
に
お
い
て
は
昨
年
よ
り
「
日
朝
上
人
研
究
会
」
を
発
足
し
、
毎

月
一
回
の
例
会
を
開
き
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

さ
て
、
本
号
は
共
同
テ
ー
マ
を
設
け
ず
、
所
員
の
個
人
研
究
に
委
ね
六
編
の
論
稿
を
載
せ
き
せ
て
頂
い
た
。

一
つ
は
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
、
甲
府
の
法
華
寺
に
お
い
て
、
日
蓮
宗
の
僧
日
宣
と
神
主
十
名
と
の
対
論
記
録
に
つ

い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
つ
に
は
、
日
蓮
聖
人
三
五
歳
頃
に
著
し
た
「
爾
前
二
乗
菩
薩
不
作
仏
事
」
を
と
り
あ
げ

て
い
る
。
本
書
は
、
二
乗
の
不
作
仏
は
菩
薩
の
不
作
仏
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
真
の
十
界
成
仏
は
法
華
経
以
外
に
な
い
、

と
論
じ
て
い
る
。
筆
者
は
叡
山
文
庫
所
蔵
の
慈
覚
大
師
円
仁
作
と
伝
え
る
「
速
証
仏
位
集
」
の
閲
覧
の
機
会
を
得
た
事
に

よ
り
両
書
を
検
証
し
た
結
果
、
「
爾
前
二
乗
不
作
仏
事
」
は
「
速
証
仏
位
集
』
の
引
用
で
終
っ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い

る
。
三
つ
に
は
、
旦
連
聖
人
の
身
延
入
山
に
関
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
聖
人
の
佐
渡
流
罪
以
前
の
歩
み

は
「
動
」
的
な
も
の
で
、
身
延
入
山
は
あ
え
て
そ
の
「
動
」
を
捨
て
去
り
、
「
静
」
を
選
ん
だ
、
と
述
べ
、
さ
ら
に
人
里

離
れ
た
身
延
山
中
の
地
に
自
己
を
置
く
こ
と
は
、
自
己
の
存
在
状
況
に
お
い
て
も
、
ま
た
門
弟
ら
と
の
つ
な
が
り
方
に
お

い
て
も
、
佐
渡
流
罪
の
そ
れ
を
復
旧
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
、
そ
の
点
を
論
証
・
考
察
し
て
い
る
。

四
つ
に
は
、
現
況
の
ラ
オ
ス
仏
教
の
調
査
報
告
で
あ
る
。
筆
者
は
ラ
オ
ス
の
ル
ア
ン
・
プ
ラ
バ
ン
地
区
の
寺
院
の
現
況
と

そ
の
地
域
の
経
典
の
保
存
状
態
な
ど
を
主
た
る
調
査
目
的
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
五
つ
に
は
、
デ
ィ
ー
パ
ン
カ
ラ

シ
ュ
リ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
の
「
大
経
集
」
に
引
用
さ
れ
る
正
法
念
処
経
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
「
大

経
集
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
同
経
の
引
用
文
の
和
訳
と
そ
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
を
提
示
し
、
引
用
さ
れ
た
文
章
と
経
典
の
文



章
に
み
る
相
違
、
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
語
の
翻
訳
も
異
な
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
六
つ
に
は
、
本
学
の
学
生
・
菊
地

伸
洋
君
の
卒
業
論
文
「
仏
像
修
復
の
技
術
的
工
程
」
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
学
の
東
洋
文
化
研
究
所
の
付
属
施
設

で
あ
る
、
仏
像
制
作
・
修
復
室
に
お
い
て
は
、
柳
本
伊
左
雄
教
授
の
指
導
の
も
と
、
制
作
技
術
・
開
発
・
工
夫
が
一
定
の

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
左
証
が
こ
こ
に
載
せ
た
論
文
で
あ
る
。

最
後
に
、
翌
一
四
年
は
立
教
開
宗
七
五
○
年
を
む
か
え
、
新
た
な
出
発
を
期
し
、
研
究
所
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

平
成
十
三
年
二
月
二
十
五
日

身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
長

宮
了
篤
識

Ｉ


